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酪農学園副学園長を経て、 207 年より聖学院中学校高等学校校長、 201 年より
聖学院副院長・キリスト教センタ一所長・聖学院大学附属みどり幼稚園園長代行
(兼務)、 2016 年より女子聖学院中学校高等学校校長。
【著書】『イエス伝一一マルコ福音書によって』、“官le mins 仕y of the minstry ，" 
The Churc and the Ordaine Minstry ， Ap ril 198 、“Churc of Scotland from 













究科博士課程修了。博士(社会学)。政治社会学会理事。 Soziale System: Zeitsc-
hrift 釦r soziologische 百lO erie 学術顧問。ハノーファー哲学研究所、ヴュルツブ
ルク大学哲学部、デ、ユツセルドルフ大学哲学部などの客員教授を歴任。専門は社
会学。
【著書】 Das positive Recht als soziales Phanomen ， Duncker & Humblot ， 11 法とい
う現象一一実定法の社会学的解明.Jl (ミネルヴァ書房)、『現代社会における
ポスト合理性の問題一一マックス・ヴェーパーの遺したもの.Jl (編著，聖学
院大学出版会)， IF 宗教システム/政治システム一一正統↑生のパラドクス.ij (編
著，新泉社)， IF ルーマン一一来るべき知.ij (編著，動草書房)， Ri skante 
Strategien: Beitrage zur Sozilogie des Ri sikos (Hrsg. Toru Hijikata u. Ar min 




修了。東京大学より博士(文学)、ミュンへン大学より D r. Theo l.現在、聖学院
大学大学院特任教授、東京大学名誉教授、アスペン研究所理事、倫理学会評議員、
基督教学会理事。専攻は旧約聖書学、倫理学。
【主要著訳書】 Die Tritojesajanische Samlung redaktionsgeschichtlich untersucht ， 
de Gruyte 乙198 、『旧約における超越と象徴 -解釈学的経験の系譜一』東
京大学出版会、 194 年(和辻哲郎文化賞、日本学士院賞受賞)、『イザ、ヤ書』
岩波書庖、 197 年、IF[日約聖書の思想 24 の断章』岩波書庖、 198 年〔改
訂版、講談社学術文庫、 205 年〕、 Transcendency and Symbols in the Ol d 
Testament ， de Gruyter ， 19 、『倫理思想、の源流ーギリシアとへプライの場
合』放送大学教育振興会、 201 年〔改訂版、 205 年〕、『倫理の探索 一聖
書からのアプローチー』中公新書、 20 年、「エレミヤ書』岩波書底、
20 年、 A Compartive Study 01 the Origins 01 Ethical Thought ， Rowman & 
Li仕 le :fi eld ，205 、『旧約聖書と哲学 現代の問いの中の一神教』 岩波書盾、
208 年、 『ギリシア・ヘブライの倫理思想』東京大学出版会、 201 年、 『ア
プラハムのイサク献供物語 アケダー・アンソロジー』日本キリスト教団出
版局、 201 年〔編著〕、 Philosophical Interpretations 01 the Old Testament ， de 





ナキュラー J (IFSITE ZERO /ZERO SITE .ij第 3号、メディア・デザイン研究所、






【著書】『評伝河合栄治郎dl (玉川大学出版部、 204 年)、『河合栄治郎 dl (中公新書、
209 年)、『教養の思想 dl (共著、社会思想社、 20 年)、『枢密院の研究 dl (共
著、吉川弘文館、 203 年)、『赤城山日記 dl (編著、桜美林大学北東アジア総









士(東京学芸大学)。日本教育心理学会(1 976 年，，-，)、日本応用心理学会(1 978
年，，-，)、Arn erican Society of Group Psychoterapy & Psychodram (202 年，-，)、
British Asociation of Psychodram (203 年，，-，)、日本行動計量学会 (205
年，，-，)、日本心理劇学会 (206 年，，-，)所属。 203 年 10 月より 204 年8月まで、












生サービス課に 3年間勤務、テネシ一明治学院高等部地歴科に 8年間勤務。 206
年4 月より、日本基督教団亀戸教会伝道師就任。 209 年4 月より日本基督教団




196 年、東京に生まれる。 198 年、東京神学大学大学院修士課程修了。
192 年、東京神学大学博士課程中退。 198 年4 月から 19 年 3月、日本基督
教団柿ノ木坂教会で伝道師。 19 年4月から 192 年3月、日本基督教団柏教会
で副牧師。現在、女子聖学院中学校高等学校聖書科教員、チャプレン・宗教部長。
日本基督教団滝野川教会で協力牧師。










ドル一大学神学部 Master of Th eological Studies 修了(神学修士)。ドルー大学大
学院博士課程アメリカの宗教と文化専攻修了 (Ph. D.) 。現在、聖学院大学大学
院客員教授。
【著書】 Horace Bushnel on Women in Ninetnth-Century America (University 





【論文】“Horace Bushnel on Women in Family ， Churc ， and Nation in Ninetnth 
Century Christian Am erica." An n Ar bor: University Micro :fi lms International ， 
199. iホーレス・プッシュネル研究一一『キリスト教養育』をめぐって一一」
(教授資格論文)、「マーテイン・ルーサー・キング・ジュニアによる“ I Have 
a Dream" 演説の構造と内容J [f'キリスト教と諸学 JJ 27 号、(聖学院キリスト
教センター )、 rH. B.ストウ『アンクル・トムの小屋』におけるトムのキリ
スト教について J [f'聖学院大学総合研究所紀要 JJ No.57 、(聖学院大学総合研
究所)ほか。
